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チャプレン
堀之内 豊

（牧師）

～  幸せの肖像      ～      
イエスは「幸せだ！悲しむ者。慰めを受けるから。」と言う。
人生の悲哀ー別離・病苦・挫折・疎外などーから人は、最も大事な
ものを学ぶ。「悲哀」は「悲愛」。深く悲しみ、深く慰められた者が
「慰めの人」になる。涙が、愛の人を造る。

すがた
Ⅱ

勉強会

( 演 題 )

　　　　　　　　　　　8月 21 日（月）、国立看護大学校にて精神看護学の教授をされて
　　　　　　　　　　いる森真喜子さんに、「援助的人間関係の構築への道程」～看護実
　　　　　　　　　　践における感情をめぐる困難を活かすには～と題した講演をしてい
　　　　　　　　　　ただきました。看護師や患者さんに起こる様々な感情の要因を探る
　　　　　　　　　　方法や、捉え方、問題解決への導き方を、わかりやすく理論的にお
　　　　　　　　　　話いただき、大変勉強になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　患者さんを第一に考えた看護を目指すには、看護師
　　　　　　　　　　　　　　　　が自身の感じる気持ちにしっかり向き合い、自己の感
　　　　　　　　　　　　　　　　情も大切にすることが重要であるというお話が印象的
　　　　　　　　　　　　　　　　でした。勉強会で学んだことを活かし、これからも、
　　　　　　　　　　　　　　　　患者さんとご家族に寄り添った温かいケアを大切にし
　　　　　　　　　　　　　　　　てまいります。

「援助的人間関係の構築への道程」
～看護実践における感情をめぐる困難を活かすには～

森 真喜子さん

緩和ケア教育プログラム

イベント

チャリティバザー
　8月 29 日（火）に、チャリティバザーを開催
しました。このバザーはシャロームに勤めている
職員やボランティアスタッフを対象に毎年行って
おり、売り上げはチャリティ基金に積み立て、 ネ
パールの恵まれない子供たちが学校に通うための
費用として、ユネスコに寄付しています。
※今年の売上金（寄付金）は 21,090 円でした。



　8月 28 日（月）、当院の人工透析センターにて部門別災害訓練が行われました。震度
6強の首都直下型地震の発生により、当院の商用電源が使用できない状態になったと仮
定し、透析室災害対応マニュアルの確認、アクションカード・避難経路の確認などを行
いました。
　災害対策委員会では、各部署ごとに行う部門別災害訓練を通して、新たな課題の発見
や改善点等の検討を行いながら、院内全体の災害シミュレーションを計画し、準備を進
めております。今後も、患者さんの安全のため、努力してまいります。

部門別災害訓練（人工透析センター）

勉強会

　9月 13 日（水）、当院にて医療安全に関する
勉強会が行われました。私たちは、様々な職種
がそれぞれの役割で患者さんに携わっています。
そのような中で、共通の認識を持ち、情報伝達
のエラーやアクシデントを防止するための、様
々なコミュニケーションスキルを学びました。
情報伝達エラーが起きやすい状況を紹介し、そ
の解決策についても学びました。

　第 2部では、「規制医薬品の取り扱い」について、当院の
薬剤師よりお話がありました。主に「医療用麻薬」について、
埼玉県で起きた事故や違反の事例を確認し、改めて職員に注
意の喚起を行いました。
　私たちスタッフが「患者さんの安全を守るチーム」である
ことを常に意識し、勉強会で学んだことを今後の医療安全に
活かしてまいります。

テーブルごとに多職種でチームを作りました。

当院薬剤師

『 医療安全勉強会 』
～チームパフォーマンスを高めるコミュニケーション～



【ＴＥＬ】　0493-25-3141
【ＦＡＸ】　0493-23-0035

介護支援事業所 シャローム

【ＴＥＬ】　0493-27-4105
【ＦＡＸ】　0493-23-0035

訪問看護ステーション シャローム

【ＴＥＬ】　0493-27-5070
【ＦＡＸ】　0493-23-0265

ヘルパーステーション シャローム

【住所】 〒355-0005 埼玉県東松山市大字松山 1496

【ＴＥＬ】0493-25-2979

【Ｈ　Ｐ】http://shalorm.or.jp/

医療法人社団シャローム

シャローム病院

【住　所】 〒350-0258 埼玉県坂戸市
　　　　 大字北峰 306 番地

【ＴＥＬ】049-280-7373
【ＦＡＸ】 049-280-7374
【Ｈ　Ｐ】http://shalorm.or.jp/nissai/index.html

シャロームにっさい医院

　当院では、ボランティアを募集しています。活動内容は、屋上庭園のお手入れや外来受
付補助、イベントのお手伝いなど様々です。ボランティアには以下の２種類があります。
ご参加いただける方は、是非ご連絡ください。いずれも面談の上、研修を受けていただき、
登録となります。
①定期活動に参加可能できるボランティア（長期）　
②病院イベント時に協力できるボランティア（短期）

ボランティア募集中！

ご応募・お問合せ先：ＴＥＬ0493-25-2979　ボランティアコーディネーター 平田

　透析患者さんは、毎週定期的に透析治療のために通院する必要があり、その負担を
軽減するために、当院では３名の運転手さんが送迎車にて通院をサポートしています。

　いつも温かい笑顔で患者さんに接して
いる運転手さん。患者さんとは毎週お会
いするうちに、いろいろなお話をするよ
うになるそうです。「患者さんに安心し
ていただけるように、丁寧な運転には一
番気を配っています。」とのことでした。
　いつもありがとうございます。これか
らもどうぞよろしくお願いします。

( 左から）石川さん・須田さん・遠矢さん

人工透析センターを支える「運転手さん」
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